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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：mRNAのリボソームへの結合に必須。EIF4-FおよびEIF4-Aと密接に関連して機能する。EIF-4FおよびATP存在下でmRNAの5'末端キャップ付近に結合し、EIF4-AおよびEIF4-Fの両方のATPase活性およびATP依存性RNA巻き戻し活性を促進する。,類似性：1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,サブユニット：EIF3 p170サブユニットと自己会合し、相互作用する。,機能：mRNAのリボソームへの結合に必須。EIF4-FおよびEIF4-Aと密接に関連して機能する。EIF-4FおよびATP存在下でmRNAの5'末端キャップ付近に結合EIF4-AとEIF4-Fの両方のATPase活性とATP依存性RNA巻き戻し活性を促進する。,類似性:1つのRRM（RNA認識モチーフ）ドメインを含む。,サブユニット:EIF3 p170サブユニットと自己会合して相互作用する。,
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	eIF4B抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	eIF4B抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	eIF4B抗体を用いたHepG2細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

